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3 ご挨拶

Growth Processは、2004年9月8日に、ネパール労働省の許可を得て設立した 送り出し機関

です。中東アジアを中心に 約20年間で25,000人以上の人材派遣を行ってきました。

今回、日本の技能実習生事業のために、弊社のネパールにおける 技能実習生送り出し事業 の

ご紹介をさせていただきます。  

是非、ネパール実習生の採用をご検討していただけますと幸いです。

Growth Processは、トレーニングセンターと提携し、様々な業種の人材確保をしてまいりまし

た。ここ数年、日本の繊細な技術を学びネパールで発展させたいと願う実習生が増え、この度

介護業・ドライバー業・縫製業 などのトレーニングセンターと新たに提携いたしました。日本・ネ

パールの法律及び各社の技能実習生事業規則を遵守し、技能実習生の送り出しを通じて、世

界とネパールの文化的・経済的な交流 に寄与したいと考えております。多くの皆様のご支援、ご

指導を賜りますようお願い申し上げます。
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4 自己紹介
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■名前

ゴダール　デウ　バハドゥールと申します。
バハドゥールの意味は【 勇気】
勇気ある行動をした男の人のみが与えられる名前です。

■経歴

ネパールでは警察官として働き、日本では派遣会社を立ち上げました。
ネパールと日本の架け橋になるべく２７年前から学生紹介を行っていま
す。レストラン経営もしており、多くのネパール人の助けと憩いの場と
なっています。この度、不思議な縁により Growth Processの日本担当
となりました。いろいろな経験を活かし、皆様のお力のなれるよう精進し
て参りますので何卒よろしくお願い申し上げます。



5 会社概要

社名　                  Growth Process 
                            International Employment     Pvt.Ltd.
本社所在地　       ネパール ,カトマンズ ,バスンドラ3,12839
日本連絡事務所   岡山県岡山市北区奥田本町 10-9
設立                     2004年9月8日
資本金　                5,000,000NPR
従業員数　　　　     9人
電話番号              +977-1-5904622 (ネパール )
                     　    +81-80-1022-0277 (日本)
ホームページ        http://www.growthprocessinternational.com
メール                   info@growthprocessinternational.com
                            japansomeday.19@gmail.com (日本)
行政書士事務所    晴れの国  岡山の行政書士！  - オフィスタカ  行政書士事務所
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Mission ValueVision

日本とネパールの橋渡し

二国をつなぐことによって、

日本とネパールの文化的・

経済的な交流機会を創出する。

MVV（Mission,Vision,Value）

我々の想い・大事にしていること

日本・ネパール  双方の発展

優れた人材の紹介 を通じ、

日本企業の成長を支援する。

人材の育成を経て、ネパールの
技術力向上に寄与する。

企業・人材  双方の安心

企業には、充実した教育制度 に
よる、信頼できる人材の紹介。

人材には、継続的な心身両面の
サポートによる、働きやすい環境
の整備。



7 ネパールについて

国土 ネパールは中国とインドの間にあり、ヒマラヤ山脈が大部分を占めています。
世界最高峰のエベレストを擁することや、お釈迦様が生まれた国として有名です。

文化 多民族国家であり、 100以上の民族が共存しています。 ヒンドゥー教と仏教が主要な宗教です。
独自の民族衣装もあり、重要な行事ごとの際は伝統的なドレスを着用します。

産業

農業が盛んに行われています。からし（種子）の世界一の生産国で、
生姜やカルダモン・ナツメグの生産率も世界 5位となっています。

主要農産物はお米・さとうきび・じゃがいも・とうもろこし・小麦などがあります。
ヒマラヤ山脈への登山や歴史的遺跡を目玉とした観光業も、重要な収入源です。

ただ、発展途上国であり GDPの約30%が海外からの送金によるものです。



8 ネパールについて

人口
約3500万人です。人口構成は若年層が中心で、最も多い年齢層は 20代となっており、

労働可能人口が 60%、国の平均年齢は 24歳と労働力の多い若い国です。
平均寿命は70歳と先進国と比べると低い水準です。

これは医療体制や栄養状態などが要因と考えられています。

日本との

関係
1956年9月1日に外交関係を樹立して以来、 良好な二国間関係 を維持しています。

2024年1月1日には日本国とネパール国との間で
技能実習制度に係る二国間関係を締結 しています。

食生活
主にカレーです。お米が主食で香辛料を全ての料理に使いますが、
インド料理ほど辛味が強くなく日本人の口にも合いやすいです。
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「温和」で「勤勉」な国民性  

ネパールには様々な民族・文化があるため、 他者を受け入れる温和な心 が備
わっています。年長者を敬い、 集団の調和を優先する性格 も、日本人と合って
いるといえます。また、努力を重んじる社会・教育制度により、多くのネパール
人が勤勉な性格です。

高い国への「帰属意識」

技能実習生として日本で仕事をしながら技術を習得し、 ネ
パールのため、家族のために良い社会を目指したい という
希望を持っています。
ネパールでの収入は月に数万円程度という家庭が多く、
日本で国に残した家族のために働く というネパール人がほ
とんどです。

ネパールの若者の強み
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選考の優先順位
1.人柄  2.適正  3.熱意
            4.技能  5.家族

来日の目的
・お金を稼ぐ
・技能を習得する
・日本語を勉強する
・帰国後、起業する

技能実習生の選抜方法

監理団体

実習実施機関 １．採用予定人数
２．職種
３．性別
４．年齢
５．学歴
６．その他

① 求人

Growth Process

1次面接
健康診断

IQテスト

合格者

２次試験
１．技能試験
２．日本語試験
３．面接

組合・企業様
選抜試験

内定
合格者

②一次面接

③合格者のみ

入国前講習
１．日本語
２．日本のルール
３．ビジネスルール
４．生活上の心得
５．契約条件
※在留資格認定証明申

請

④家庭訪問

最終試験

１．日本語能力
２．学習態度
３．人柄

⑤適正再確認

　　 契約締結
１．ビザ申請
２．契約条件の再確認
３．出国直前オリエンテーション
４．出国準備

出国
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 ミスマッチのない 徹底した選抜

ｽﾗｲﾄﾞ管理
No:2500

弊社の利用メリット・支援体制

候補者の金銭的負担とリスクの最小化を実現するために

弊社のホームページ、新聞への掲載、

トレーニングセンターへの人材募集をかけることで

悪質なブローカーを介さない仕組みを作り、直接の面談を実施しています。

企業や学校からの推薦・募集など、

信頼できる提携先からのみ推薦・募集を行います。

面談では人柄、熱意などを基準に、

業務内容に適した人材かどうかを見極めています。

写真適当に貼る
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入国後トラブル予防、 失踪ゼロのサポート体制

ｽﾗｲﾄﾞ管理
No:2500

弊社の利用メリット・支援体制

募集期間終了後：弊社にて 1次面接、健康診断、適性検査

合格者のみ家庭訪問調査実施：家族構成確認、家族との人間関係の構築

適性再確認：日本語能力、学習態度、人柄等総合的に審査

入国後：国内在住スタッフ（日本歴 27年ネパール人）による相談対応

提携行政書士事務所：法律の相談役と定期的なコミュニケーション

【実績】
これまで27年の学生斡旋歴の中で１

人も失踪者がいないのは

僕も同じ気持ちを

経験しているからです。

外国人はちょっと…
といわれた時代を生き抜いてきた僕だ

からできるアドバイスは

確実に心に響き続けます。


